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押しつぶされそうな重圧の中で、祈りつつ合否判定

会場収容力の限度に迫る101名の受験者

　
第
　
総
会

35

期
二
〇
〇
八

年
秋
季
教
師
検
定
試
験
が
大
阪

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
は
、
こ
の
試
験
を

支
配
し
て
お
ら
れ
る
神
様
と
受

験
者
を
送
り
出
し
て
い
る
教
会

を
思
い
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

な
重
圧
の
中
で
、
祈
り
つ
つ
結

果
を
出
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
報
告
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
昨
年
に
続
い
て
大
変

厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
試
験
は
、
神
様
か
ら
の

召
命
に
応
え
る
た
め
に
、
各
々

が
ど
の
よ
う
な「
学
び
の
姿
勢
」

を
整
え
て
い
る
か
を
見
る
も
の

で
す
。
日
常
の
説
教
や
祈
祷
会

等
の
為
に
き
ち
ん
と
し
た
準
備

を
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
こ
の

試
験
の
た
め
の
何
よ
り
の
備
え

と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
過

去
問
の
答
え
を
暗
記
す
る
よ
う

な
、
愚
か
な
備
え
方
は
止
め
て

く
だ
さ
い
。

　
不
合
格
に
な
っ
た
方
々
は
、

こ
の
結
果
を
謙
遜
に
受
け
と
め

て
い
た
だ
き
、
良
き
備
え
を
為

し
て
春
の
試
験
に
臨
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
御
言
葉
を
明
確
に
、大
胆
に
、

豊
か
に
宣
べ
伝
え
て
い
く
た
め

に
、更
な
る
研
鑽
を
祈
り
つ
つ
。

教
師
検
定
委
員
長
　

小
堀
康
彦

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
評
価
の
対
象
で
は
な

い
が
、「
黙
想
」
は
説
教
が
生

み
出
さ
れ
る
た
め
に
重
要
で
あ

る
。「
黙
想
」
が
説
教
に
豊
か

な
肉
付
け
を
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
欲
し
い
と
思
わ
さ
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
聖
書
に
つ
い
て

の
知
識
は
勿
論
の
こ
と
、
組
織

神
学
的
な
思
索
・
考
察
と
、
教

会
史
・
教
理
史
の
知
識
も
教
師

と
し
て
宣
教
の
業
に
仕
え
る
た

め
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。
今
回
も
、
提
出
課
題
で
あ

る
神
学
論
文
に
、
単
な
る
現
場

レ
ポ
ー
ト
に
終
わ
っ
て
い
る
も

の
が
多
く
あ
っ
た
。
前
述
の
聖

書
釈
義
に
加
え
神
学
論
文
に
、

再
提
出
を
求
め
ら
れ
た
も
の
が

　
今
回
、「
教
師
検
定
試
験
の
傾

向
と
対
策
」
的
な
受
験
勉
強
を

し
た
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
り
、

気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
師
検
定
試
験
の
準
備
と
し
て

最
も
相
応
し
い
の
は
、
日
常
の

説
教
準
備
で
あ
り
、
集
会
の
た

め
の
聖
書
研
究
や
神
学
の
学
び

で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
試
験
に
お
い
て
も
目

立
っ
た
こ
と
は
、
提
出
課
題
で

あ
る
新
・
旧
聖
書
釈
義
の
中
に

安
易
な
も
の
が
少
な
く
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
釈

義
の
基
本
が
弁
え
ら
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
体
を
な
し
て
い
な
い

も
の
が
あ
っ
た
。

　
聖
書
釈
義
か
ら
説
教
へ
と
い

う
、
説
教
者
に
と
っ
て
基
本
的

且
つ
日
常
的
な
営
み
が
軽
ん
じ

は
、
日
々
宣
教
の
業
に
励
む
中

で
試
験
の
準
備
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
教
会
・
伝
道
所
の
主
任

担
任
教
師
、
或
い
は
担
任
教
師

と
し
て
の
働
き
と
両
立
す
る
こ

と
に
は
困
難
な
面
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
し
、
検
定
委
員
会
は
毎

回
、
提
出
物
の
課
題
・
学
科
試

験
の
問
題
の
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
基
本
的
な
こ
と
を
求
め
て

き
た
。
つ
ま
り
、
教
師
と
し
て

宣
教
に
当
た
る
時
、
ど
う
し
て

も
弁
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
柄
を
、
問
う
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
八
年
秋
季
教
師
検
定

試
験
が
九
月
十
六
日
（
火
）
～

十
八
日
（
木
）、
大
阪
会
場
（
大

阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
）

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　
受
験
者
総
数
は
一
〇
一
名
。

試
験
直
後
に
行
わ
れ
た
検
定
委

員
会
で
の
学
科
試
験
判
定
の
結

果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
正
教
師
試
験
は
七
三
名
（
志

願
七
四
名
の
内
一
名
欠
席
）
が

受
験
し
、
合
格
者
が
二
三
名
、

保
留
者
が
三
六
名
、
不
合
格
者

が
十
五
名
で
あ
っ
た
。

　
補
教
師
試
験
は
二
八
名
（
志

願
二
九
名
の
内
一
名
欠
席
）
が

受
験
し
、
合
格
者
が
一
名
、
保

留
者
が
八
名
、
不
合
格
者
が
二

名
で
あ
り
、
Ｃ
コ
ー
ス
受
験
者

の
十
八
名
が
継
続
と
な
っ
た
。

　
保
留
者
と
は
、
学
科
試
験
の

結
果
が
合
格
点
に
わ
ず
か
に
及

ば
な
か
っ
た
受
験
者
で
、
レ
ポ

ー
ト
が
課
せ
ら
れ
、
後
日
そ
の

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
再
判
定
を
受

け
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。

　
正
教
師
受
験
者
で
、
不
合
格

者
が
十
五
名
出
た
こ
と
は
残
念

な
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

来
春
受
験
の
機
会
が
あ
る
か

ら
、
十
分
な
準
備
を
し
て
臨
ん

で
欲
し
い
、
と
切
に
願
わ
さ
れ

る
。
　
正
教
師
検
定
試
験
は
、
補
教

師
（
伝
道
師
）
と
し
て
二
年
以

上
教
会
に
仕
え
た
上
で
受
験
す

る
。
そ
の
た
め
、
秋
季
教
師
検

定
試
験
に
は
、
正
教
師
検
定
試

験
受
験
者
が
多
い
が
、
前
述
の

よ
う
に
、
結
果
は
厳
し
い
も
の

と
な
っ
た
。

　
正
教
師
試
験
を
受
験
す
る
者

規
則
に
基
づ
く
事
務
手
続
き
が

必
要
と
な
る
。
牧
師
・
伝
道
師

の
最
も
苦
手
な
こ
と
が
、
事
務

処
理
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
こ
の
方
面
の
学
び

も
教
会
に
仕
え
る
大
切
な
業
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
そ
れ
ら

規
則
に
親
し
ん
で
欲
し
い
。

　
学
科
試
験
後
の
個
人
面
接
に

先
立
ち
、
面
接
の
一
日
目
と
二

日
目
に
全
体
会
が
行
わ
れ
た
。

最
初
に
各
委
員
の
紹
介
、
次
い

で
小
堀
康
彦
委
員
長
が
挨
拶

し
、
今
回
の
試
験
全
般
に
つ
い

て
説
明
を
し
た
。
特
に
教
憲
九

条
の
「
神
に
召
さ
れ
て
正
規
の

手
続
き
を
経
て
献
身
し
た
者
」

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
が
な
さ

れ
た
。

　
そ
の
後
、
質
疑
応
答
の
時
間

を
予
定
し
て
あ
っ
た
が
、
今
回

は
特
に
記
す
べ
き
質
疑
応
答
は

な
か
っ
た
。

　
二
〇
〇
六
年
秋
季
以
来
、
一

会
場
で
の
試
験
を
実
施
し
て
き

た
が
、
こ
の
方
式
が
定
着
し
つ

つ
あ
る
と
思
う
。
但
し
、
今
回

を
も
う
少
し
上
回
っ
た
受
験
者

が
、
こ
の
会
場
で
の
試
験
実
施

多
か
っ
た
。
今
後
改
善
さ
れ
る

よ
う
、
受
験
者
の
奮
起
を
期
待

し
た
い
。

　
教
会
の
主
任
担
任
教
師
に
な

れ
ば
特
に
、
様
々
な
実
務
を
こ

な
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
宗
教

法
人
法
お
よ
び
教
憲
教
規
・
諸

の
限
度
か
と
、
思
わ
れ
た
。
工

夫
を
必
要
と
す
る
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
教
師
を
立

て
る
こ
と
は
、
教
団
、
教
会
に

と
っ
て
重
要
な
任
務
で
あ
る
。

主
の
召
し
に
応
え
て
教
師
と
し

て
立
つ
人
々
が
多
く
起
こ
さ
れ

る
よ
う
、
祈
る
も
の
で
あ
る
。

（
倉
橋
康
夫
報
）

講
　
評
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教憲教規および諸規則・宗教法人法（60分）
　次の2題に答えてください。
1． 教会・伝道所が担任教師を招聘する場合に必要な手続きについ
て、「教憲教規および諸規則」の該当箇所を挙げて述べてくださ
い。
2． 宗教法人法第23条に関わる行為を手掛けようとしています。
　　「宗教法人法第23条に関わる行為」の具体例を一つ掲げ、宗教
法人格を持つ教会が行わなければならない手続きを時間順に列
記してください。

旧約聖書神学（60分）
次の3題のうちから2題を選んで答えてください。
1． 旧約聖書における「聖」について述べてください。
2． 旧約聖書における「安息」について述べてください。
3． 旧約聖書における「慰め」について述べてください。

新約聖書神学（60分）
次の2問に答えてください。
問1． 新約聖書の使信の多様性と統一性について論じてください。
問2． 次の2題から1題を選んで答えてください。
1． ヨハネによる福音書の終末論について論じてください。
2． パウロにおける「神の義」について論じてください。

教会史（60分）
　次の問1、問2の両問について解答してください。
   問1． 次の3問中1問を選び、答えなさい。
①ロ－マ帝国における3世紀後半の迫害から313年のキリスト教
公認までの動きについて述べなさい。
②11世紀の「叙任権闘争」と、その終結となったヴォルムス協約に
ついて述べなさい。

③1517年10月31日からヴォルムス帝国会議までのルターの宗
教改革の動きと、改革の基本原理について述べなさい。

　問2． 次の3問中1問を選び、答えなさい。　　　　　
①カルヴァンのジュネ－ヴにおける改革について述べなさい。
②ヘンリ8世によるカトリックとの断絶と英国教会の成立について
述べなさい。
③明治初期のプロテスタント伝道について、「横浜バンド」「札幌バ
ンド」「熊本バンド」それぞれの特色を踏まえつつ述べなさい。

2008年秋季・正教師検定試験問題

召
命
に
応
え
る
た
め
に
は

日
常
の
説
教
準
備
の
積
み
重
ね
が

曳
栄
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二
〇
〇
八
年
度
教
区
活
動
連

帯
金
配
分
協
議
会
が
九
月
十
六

日（
火
）午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

教
団
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
前
年
度
の
教
区
活
動
連
帯
金

配
分
検
討
委
員
会
委
員
長
の
野

村
忠
規
四
国
教
区
議
長
の
祈

祷
と
挨
拶
を
も
っ
て
開
会
し

た
。
今
回
、
内
藤
留
幸
総
幹

事
は
欠
席
の
た
め
代
わ
っ
て

愛
澤
豊
重
総
務
幹
事
が
出
席

し
た
。

　
協
議
事
項
に
入
る
前
に
組
織

会
を
行
い
、
議
長
に
野
村
忠
規

四
国
教
区
議
長
、
書
記
に
西
畑

望
九
州
教
区
議
長
を
選
出
し
、

協
議
に
入
っ
た
。

　
前
年
度
「
配
分
協
議
会
」
議

事
録
承
認
に
際
し
、
関
東
教
区

財
務
委
員
長
よ
り
欠
席
者
の
扱

い
記
録
に
つ
い
て
疑
義
が
出
さ

れ
、
納
得
さ
れ
ず
退
席
し
た
。

高
橋
潤
中
部
教
区
議
長
よ
り
配

分
額
計
算
方
法
に
つ
い
て
事
実

と
異
な
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ

た
が
、
議
事
録
通
り
に
承
認
さ

れ
た
。

　
諸
報
告
承
認
で
は
、
中
部
教

区
議
長
よ
り
「
配
分
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
教
区
の
要
望
が

決
定
額
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

と
の
意
見
に
対
し
、
要
望
が
配

分
金
決
定
の
時
期
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
と
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　
続
い
て
〇
九
年
度
拠
出
・
受

入
額
に
つ
い
て
協
議
に
入
る
前

に
、
長
崎
哲
夫
東
京
教
区
議
長

が
拠
出
を
留
保
し
た
い
と
申
し

出
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
教
区

間
の
信
頼
関
係
が
な
い
中
で
は

留
保
せ
ざ
る
を
得
ず
、
予
算
立

て
は
す
る
が
拠
出
は
差
し
控
え

る
こ
と
を
予
算
決
算
委
員
会
で

決
定
し
、
近
日
開
か
れ
る
常
置

委
員
会
で
決
定
す
る
予
定
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
今
ま
で
の
東
京
教

区
の
拠
出
に
感
謝
し
つ
つ
、「
教

団
総
会
決
議
の
重
た
さ
を
受
け

止
め
て
欲
し
い
」「
〇
九
年
度
教

団
予
算
が
総
会
で
決
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
時
点
で
、
東
京

教
区
の
拠
出
が
な
け
れ
ば
教
区

の
予
算
立
て
が
困
難
と
な
り
、

教
団
負
担
金
納
入
が
困
難
に
な

る
」「
か
つ
て
東
京
教
区
の
教
団

負
担
金
未
納
期
間
に
教
団
を
支

え
た
の
は
地
方
の
教
区
で
あ

り
、
相
互
互
助
を
大
切
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
等
の
東
京
教
区

に
再
考
を
願
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。　

東
京
教
区
の
拠
出
が
不
確

定
な
中
に
も
〇
九
年
度
「
配

分
額
案
」
を
各
教
区
の
意
見

を
聞
い
て
承
認
し
た
。
そ
の

〇
九
年
度「
配
分
検
討
委
員
」

に
は
東
北
、関
東
、大
阪
、西
中

国
の
四
教
区
議
長
を
選
任
す
る

こ
と
を
決
定
し
て
閉
会
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
教
団
内
の
機
構

的
位
置
付
け
が
急
が
れ
る
結
果

と
な
っ
た
。

（
西
畑
望
報
）

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

　
第
　
回
（
2
0
0
9
年
）「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」
認

48

定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◎
受
験
願
書
提
出
期
限
　
2
0
0
8
年
　
月
　
日（
月
）　
　

12

15

　（
提
出
物
1
～
7
を
教
区
に
提
出
）

◎
論
文
提
出
期
限
　
2
0
0
9
年
2
月
　
日
（
火
）

17

　（
試
験
科
目
ハ
の
論
文
・
教
団
教
育
委
員
会
に
提
出
）

◎
試
験
期
日
　
2
0
0
9
年
3
月
　
日
（
火
）

10
午
前
　
時
～
午
後
2
時

11

◎
試
験
場
所
　
〒
5
4
0
儿
0
0
0
4
 大
阪
市
中
央
区
玉

造
2
儿
　
儿
　
（
述
0
6
儿
6
7
6
1
儿
8
5
6
2
）

26

47

　
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◎
試
験
科
目

イ
．
筆
記
試
験
　
日
本
基
督
教
団
教
憲
、
教
規
お
よ
び
諸

規
則
（
　
分
）

60

＊
試
験
時
間
に
日
本
基
督
教
団
「
教
憲
教
規
お
よ
び
諸
規

則
」
を
貸
し
出
し
ま
す

ロ
．
面
　
　
接
　

ハ
．
論
　
　
文
　
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
　
　
～
　
枚

15

20

　「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
歴
史
と
展
望
」

◎
提
出
物

　
以
下
の
書
類
を
整
え
必
ず
期
限
ま
で
に
教
区
事
務
所
に

提
出
す
る
。

1
．
受
験
願
書
・
所
属
教
会
主
任
教
師
の
推
薦
書
　
1
通

2
．
履
歴
書
・
信
仰
歴
　
1
通

3
．
教
区
の
推
薦
書
　
1
通

　（
以
上
は
教
育
委
員
会
所
定
の
も
の
）

4
．
出
身
学
校
校
長
の
推
薦
書
　
1
通

5
．
出
身
学
校
成
績
証
明
書
　
1
通

6
．「
私
は
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
を
め
ざ
す
の
か
」

記
述
書
　
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
2
枚
程
度

7
．
受
験
料
　
5
、0
0
0
円

　
教
育
委
員
会
所
定
の
用
紙
は
、
〒
1
6
9
儿
0
0
5
1

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2
儿
3
儿
　
儿
　
　
日
本
基
督

18

31

教
団
教
育
委
員
会
に
、
住
所
、
氏
名
を
記
し
た
返
信
用
封

筒
に
1
3
0
円
切
手
を
添
え
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会

〒
1
6
9
儿
0
0
5
1
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2
儿

3
儿
　
儿
　
（
述
0
3
儿
3
2
0
2
儿
0
5
4
4

18

31

　
　
　
　
　
　
俊
0
3
儿
3
2
0
7
儿
3
9
1
8
）

　
　
2
0
0
8
年
　
月
10

日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
憲
秀

第
　

回「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」

48

認
定
試
験
公
告

教区間の信頼関係を問う声が上がるなど、制度そのものに議論が

5年連続減の予算案、財務改善・健全化に取り組んだ2年間

「教団50年データ」を上演し、教勢減退を詳細に分析

〇
九
年
度
予
算
案
編
成

負
担
金
総
額
１
％
減
の
方
針
の
下
に

更
が
新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上

し
た
。
現
在
の
適
格
退
職
年
金

制
度
が
二
〇
一
二
年
に
撤
廃
さ

れ
る
に
伴
い
、
中
小
企
業
退
職

共
済
制
度
に
移
行
す
る
た
め
の

準
備
を
進
め
る
一
方
で
、
対
応

す
る
積
立
額
を
如
何
に
予
算
化

す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
係
る
法
人

税
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
栁

澤
享
公
認
会
計
士
の
報
告
資
料

を
検
討
し
、
セ
ン
タ
ー
毎
の
厳

し
い
事
情
を
認
め
つ
つ
確
認
し

た
。

　
教
職
者
家
族
奨
学
金
に
関
す

る
件
に
つ
い
て
は
、
奨
学
金
制

度
廃
止
以
前
に
遡
っ
て
、
引
き

続
き
調
査
を
進
め
、
規
約
に
基

づ
く
返
還
請
求
を
行
う
こ
と
を

確
認
、
継
続
審
議
と
し
た
。

　
一
年
前
か
ら
準
備
し
て
き
た

「
教
団
五
〇
年
デ
ー
タ
」
は
全

国
財
務
委
員
長
会
議
席
上
で
発

表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
前
年
の

同
会
議
に
お
い
て
出
さ
れ
た
財

政
の
将
来
展
望
を
求
め
る
要
請

に
対
し
、
予
算
決
算
委
員
会
と

し
て
応
え
た
も
の
で
あ
る
。
各

教
区
、
全
教
会
に
示
唆
と
な
る

実
態
を
整
理
し
、分
析
を
行
い
、

提
言
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
Ｃ
Ｄ
は

様
々
な
活
用
が
望
ま
れ
る
こ
と

か
ら
各
教
区
に
配
布
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

　
第
　
総
会
期
の
本
委
員
会

35

は
、
財
務
改
善
と
健
全
化
を
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、

型
が
整
っ
た
〇
九
年
度
予
算
案

を
以
っ
て
そ
の
任
務
を
終
え

た
。　

（
鈴
木
功
男
報
）

変
更
に
伴
う
件
、
各
セ
ン
タ
ー

に
係
る
法
人
税
、消
費
税
の
件
、

教
職
者
家
族
奨
学
金
に
関
す
る

件
、
教
団
五
〇
年
デ
ー
タ
に
関

す
る
件
な
ど
が
検
討
さ
れ
た
。

　
〇
九
年
度
予
算
案
は
負
担
金

総
額
1
％
減
の
方
針
の
下
に
、

五
年
連
続
減
と
し
た
編
成
で
あ

る
。
主
に
人
件
費
削
減
に
よ
る

対
応
で
収
支
総
額
二
七
九
、三

五
〇
、〇
〇
〇
円
の
予
算
案
。

　
昨
年
度
か
ら
分
離
し
た
収
益

事
業
会
計
は
総
額
二
九
、四
〇

四
、五
〇
〇
円
。こ
れ
を
以
っ
て

常
議
員
会
に
提
出
す
る
。

　
一
方
、
予
算
の
裏
付
け
と
な

る
教
区
負
担
金
配
賦
額
は
、
1

％
減
の
総
額
二
六
七
、一
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
を
下
に
従
来
の
負
担

金
算
定
基
準
に
よ
り
算
出
し

た
。
教
区
に
よ
っ
て
若
干
の
増

減
は
生
じ
る
が
承
認
さ
れ
た
。

　
教
団
職
員
の
退
職
金
制
度
変

　
第
　
総
会
期
第
六
回
予
算
決

35

算
委
員
会
は
九
月
十
五
日
～
六

日
全
国
財
務
委
員
長
会
議
を
は

さ
ん
で
開
か
れ
、
二
〇
〇
九
年

度
予
算
案
を
審
議
し
た
。

　
本
委
員
会
の
主
な
議
題
は
、

〇
九
年
度
予
算
案
、
予
算
案
に

密
接
に
関
係
す
る
退
職
金
制
度

　
第
二
日
目
は
粉
谷
勝
巳
予
算

決
算
委
員
の
司
会
及
び
祈
祷
で

始
ま
り
、
内
藤
留
幸
総
幹
事
の

挨
拶
の
後
、
出
版
局
は
二
○
○

七
年
度
決
算
書
に
基
づ
き
決
算

概
況
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
年
金
局
か
ら
は
二
〇
〇
七
年

度
積
立
額
九
六
〇
〇
万
円
、
積

立
合
計
は
三
九
億
一
〇
〇
〇
万

円
に
達
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
各
教
区
の
協
力
に
対
し
感

謝
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
三
九
億
円
余
り

の
資
産
運
用
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答

の
中
で
、
出
版
局
損
益
分
岐
点

売
上
高
、
単
行
本
在
庫
調
整
勘

定
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　
最
後
に
鈴
木
功
男
予
算
決
算

委
員
の
作
製
し
た
「
教
団
五
○

年
デ
ー
タ
」
の
上
映
に
よ
り
、

教
団
の
教
勢
減
退
の
詳
細
な
分

析
が
あ
っ
た
。
今
後
の
課
題
が

提
起
さ
れ
、
来
る
べ
き
教
団
総

会
で
も
上
映
さ
れ
る
の
で
各
教

区
で
の
話
し
合
い
を
期
待
し
た

い
。（

稲
垣
正
策
・
長
島
恵
子
報
）

告
が
あ
り
、
飯
塚
拓
也
委
員
長

の
二
○
○
九
年
度
予
算
案
の
概

況
説
明
が
あ
っ
た
。運
用
基
金
・

減
価
償
却
積
立
・
退
職
資
金
積

立
な
ど
が
出
来
、
中
長
期
的
見

通
し
の
中
で
負
担
金
の
一
％
減

額
を
予
算
化
し
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。
質
疑
の
後
議
場
は
予

算
決
算
委
員
会
の
方
針
を
了
承

し
た
。

　
第
　
総
会
期
第
二
回
全
国
財

35

務
委
員
長
会
議
が
九
月
十
五
日

～
十
六
日
に
教
団
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　
司
会
者
鈴
木
務
予
算
決
算
委

員
が
開
会
の
祈
り
を
捧
げ
た

後
、
飯
塚
拓
也
予
算
決
算
委
員

長
が
、「
今
総
会
期
の
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
す
る
。
皆
様
の
要

望
に
あ
っ
た
教
団
五
○
年
デ
ー

タ
を
作
成
す
る
事
が
出
来
、
明

日
発
表
す
る
。
沖
縄
教
区
が
出

席
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
痛
み

を
覚
え
る
」
と
挨
拶
を
し
た
。

　
第
一
日
目
は
①
各
教
区
の
財

務
状
況
②
長
島
恵
子
四
国
教
区

財
務
委
員
長
の
教
区
教
会
互
助

制
度
事
例
報
告
を
受
け
た
。
各

教
区
の
財
務
状
況
を
共
有
化

し
、
教
職
謝
儀
の
互
助
制
度
を

学
び
え
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ

っ
た
。
続
い
て
計
良
祐
時
財
務

幹
事
の
現
況
報
告
で
資
金
状
況

が
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
た
と
の
報

各
教
区
の
財
政
状
況
を
共
有
化

全
国
財
務
委
員
長
会
議

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
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予　決
委員会

竿
管

潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅

東
京
教
区
は
拠
出
を
留
保

教
区
活
動
連
帯
金
配
分
協
議
会
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九
月
二
五
日
～
二
六
日
、
第

　
総
会
期
第
六
回
社
会
委
員
会

35が
教
団
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
、
二
日
目
は
学
習
会
を
兼
ね

て
国
会
見
学
を
行
っ
た
。
ま
ず

福
井
博
文
委
員
に
よ
る
開
会
礼

拝
説
教
の
後
、
諸
報
告
、
協
議
、

委
員
会
内
発
題
を
行
っ
た
。

　
主
な
報
告
事
項
で

は
、
①
関
係
委
員
会

報
告
の
他
、
②
「
能

登
半
島
地
震
緊
急
救

済
募
金
」
を
終
了
、

募
金
総
額
一
二
、三

九
一
、六
八
六
円
。

「
新
潟
中
越
沖
地

震
」
献
金
を
終
了
、

献
金
総
額
二
三
、九

九
六
、一
二
六
円
。ま

た
国
外
に
お
け
る
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
サ

イ
ク
ロ
ン
募
金
、
中
国
・
四
川

省
大
地
震
募
金
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

・
大
型
サ
イ
ク
ロ
ン
被
災
者
救

援
募
金
等
の
募
金
状
況
と
送
金

状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。
③
六

月
～
九
月
に
か
け
て
二
度
の
死

刑
執
行
が
あ
っ
た
こ
と
に
抗
議

し
て
六
月
十
九
日
、
九
月
十
二

と
し
て
は
終
決
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
主
な
意
見
を
記
す
。「
当

初
の
課
題
か
ら
内
容
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
」、「
主
張
に
も
変

遷
が
あ
る
。
沖
縄
教
区
の
議
員

が
教
団
総
会
に
出
ら
れ
る
よ
う

教
団
が
努
力
し
て
欲
し
い
」、

「
教
団
が
ど
の
よ
う
な
教
団
に

な
る
か
、
ど
ん
な
関
係
作
り
を

す
る
か
が
問
わ
れ
た
問
題
だ
。

常
議
員
会
で
審
議
未
了
廃
案
に

し
た
の
が
間
違
い
で
、
沖
縄
を

切
り
捨
て
た
以
上
こ
れ
と
取
り

組
む
の
は
私
た
ち
の
課
題
だ
」、

「
当
時
の
社
会
委
員
会
が
対
国

家
の
批
判
の
た
め
に
、
ま
た
後

に
は
差
別
の
問
題
と
し
て
沖
縄

を
利
用
し
た
。
沖
縄
を
苦
し
め

た
。
こ
れ
は
早
く
終
決
す
べ
き

だ
」、「
合
同
に
は
鈴
木
正
久
議

長
の
、
沖
縄
の
側
へ
の
独
自
性

の
確
保
の
配
慮
が
あ
っ
た
が
、

沖
縄
側
自
身
の
自
立
的
な
独
自

性
の
確
保
で
は
な
か
っ
た
の
で

こ
の
問
題
は
行
き
づ
ま
っ
て
、

教
団
と
し
て
は
担
え
き
れ
な
く

な
っ
た
。
沖
縄
側
の
自
主
的
な

独
自
性
の
確
保
を
尊
重
す
べ
き

だ
」「『
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
』

の
議
論
は
非
教
会
的
で『「
合
同

の
と
ら
え
な
お
し
」
の
捉
え
直

し
』
が
必
要
だ
」。

　
四
、
申
し
送
り
事
項
①
宣
教

方
策
会
議
の
開
催
、
②
刑
務
所

伝
道
の
推
進
、
③
在
日
大
韓
基

督
教
会
と
の
宣
教
協
力
の
推

進
、
④
障
が
い
を
考
え
る
活
動

の
推
進
、
⑤
統
一
原
理
問
題
連

絡
会
の
開
催
。

（
小
出
望
報
）

　
第
　
総
会
期
第
六
回
宣
教
委

35

員
会
が
、
九
月
十
六
日
（
火
）

～
十
八
日
（
木
）
西
中
国
教
区

の
松
江
出
雲
地
域
に
あ
る
諸
教

会
を
お
訪
ね
し
た
後
、
松
江
北

堀
教
会
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

　
出
雲
の
ぞ
み
教
会
、
松
江
教

会
、
松
江
古
志
原
教
会
、
秋
鹿

教
会
、
松
江
北
堀
教
会
を
お
訪

ね
し
、
教
職
、
信
徒
の
方
々
と

豊
か
な
交
わ
り
の
と
き
を
持
つ

こ
と
が
許
さ
れ
た
。

　
今
期
最
後
の
委
員
会
で
あ

る
。
ま
た
、
十
月
の
教
団
総
会

で
宣
教
委
員
会
廃
止
案
が
提
案

さ
れ
る
。
も
し
可
決
さ
れ
れ
ば

宣
教
委
員
会
最
後
の
委
員
会
と

な
る
。

　
主
な
協
議
事
項
を
記
す
。

　
一
、
教
団
総
会
の
「
廃
止
案
」

に
自
主
活
動
団
体
の
位
置
づ
け

が
な
い
こ
と
を
憂
慮
す
る
。

　
二
、「
日
本
伝
道
一
五
〇
年
」

に
つ
い
て
、
常
議
員
会
で
進
め

ら
れ
て
い
る
準
備
委
員
会
の
企

画
を
支
持
す
る
決
定
を
し
た
。

松江北堀教会に隣接する「別館」を会場に

教
団
全
体
の
財
産
に
な
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら

第
4
回
国
際
関
係
委
員
会

　
三
、
日
本
基
督
教
団
と
沖
縄

キ
リ
ス
ト
教
団
と
の
合
同
の
と

ら
え
な
お
し
と
実
質
化
の
推
進

に
関
す
る
件
。
時
間
を
取
っ
て

協
議
を
し
、
当
委
員
会
の
課
題

藤
本
欣
正
氏
（
隠
退
教
師
）

　
七
月
十
日
、逝
去
。
七
二
歳
。

大
阪
府
に
生
ま
れ
る
。
一
九
七

二
年
関
西
学
院
大
学
神
学
部
大

学
院
修
了
。
七
四
年
か
ら
八
二

年
ま
で
武
庫
之
荘
教
会
、
八
五

年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
芦
屋

浜
教
会
を
牧
会
し
、隠
退
し
た
。

遺
族
は
妻
の
睦
美
さ
ん
。

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

「
合
同
の
と
ら
え
な
お
し
」委
員
会
の
議
論
は
終
結

第
6
回
宣
教
委
員
会

　
第
　
総
会
期
第
四
回
国
際
関

35

係
委
員
会
が
、
九
月
九
日
に
教

団
会
議
室
に
て
全
委
員
出
席
で

行
わ
れ
た
。

　
諸
報
告
は
、「
日
本
基
督
教
団

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
奨
学
金
」
を

ア
ジ
ア
学
院
と
同
志
社
大
学
神

学
部
の
学
生
二
名
に
送
金
し
た

こ
と
な
ど
を
承
認
し
た
。

　
協
議
は
、
①
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
西

堂
の
ぞ
み
さ
ん
（
天
王
台
伝
道

所
）
を
派
遣
し
、
旅
費
の
一
部

を
補
助
す
る
。

　
②
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
か
ら
の

支
援
金
を
新
設
し
た
エ
キ
ュ
メ

ニ
カ
ル
協
力
奨
学
金
の
資
金
に

あ
て
る
こ
と
を
世
界
宣
教
委
員

会
に
提
案
す
る
。

　
③
「
今
期
委
員
会
運
営
」
は
、

Ｊ
Ｎ
Ａ
Ｃ
と
Ｃ
ｏ
Ｃ
の
解
散
の

受
け
皿
の
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
奨
学
金
制
度
制
定
や
国
外

派
遣
、
退
任
宣
教
師
感
謝
ツ
ア

ー（
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
の
視
点
も
含
む
）

の
進
言
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
④
「
次
期
委
員
会
へ
の
申
し

送
り
」
と
し
て
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

派
遣
中
の
西
堂
の
ぞ
み
さ
ん
の

後
方
支
援
を
継
続
す
る
。
二
〇

〇
九
年
四
月
又
は
五
月
の

m
issio
n

「
 
     
 
 　
ア
ジ
ア
部
会

21

（
青
年
部
）」へ
の
青
年
派
遣
と

「
Ｃ
Ｃ
Ａ
、
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
ス
テ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
」
と
「
Ｐ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
Ａ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
教
会
、
二
〇

〇
九
年
青
年
受
入
れ
」
の
公
募

を
承
認
し
、
次
期
総
会
委
員
会

に
こ
れ
ら
を
託
し
た
。

　
海
外
の
巨
大
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
教
師
異
動

岡
山
聖
心
　
就（
担
）永
倉
直
嗣

女
子
聖
学
院
中
学
・
高
校

　
　
　
　
　
就（
教
）木
戸
健
一

恵
泉
女
学
院
中
学
・
高
校

就（
教
）佐
伯
幸
雄

栃
尾
　
　
　
辞（
担
）吉
田
隆
一

坂
出
大
浜
　
就（
代
）田
中
暉
彦

高
知
　
　
　
就（
担
）三
浦
永
悟

油
木
　
　
　
就（
代
）東
岡
山
治

喜
多
方
　
　
辞（
主
）荒
瀬
正
彦

　
〃
　
　
就（
主
）八
木
原
敬
一

仙
台
南
　
就（
担
）平
賀
真
理
子

西
条
栄
光
　
辞（
代
）寺
島
　
謙

　
〃
　
　
　
就（
主
）鮎
川
健
一

東
京
神
学
大
学

就（
神
）焼
山
満
里
子

杉
並
　
　
　
就（
代
）田
口
重
彦

西
が
丘
　
　
就（
代
）工
藤
弘
志

緑
聖
　
　
　
辞（
主
）濱
田
辰
雄

　
〃
　
　
　
就（
代
）菊
地
　
順

聖
学
院
み
ど
り
幼
稚
園

就（
教
）濱
田
辰
雄

宮
島
口
　
　
就（
代
）濱
田
裕
三

関
西
学
院
大
学
神
学
部

辞（
神
）嶺
重
　
淑

関
西
学
院
大
学就（

教
）嶺
重
　
淑

「社会活動基本方針再検討」
委員会の議論終結
第6回社会委員会

と
小
さ
な
日
本
基
督
教
団
の
国

際
関
係
の
中
で
、
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
個
人
の
体
験
に
止
ま
る

こ
と
な
く
教
団
全
体
の
財
産
に

な
っ
て
い
く
こ
と
、
奨
学
金
を

受
け
た
留
学
生
が
帰
国
し
て
現

地
の
果
実
と
な
る
こ
と
を
願
い

な
が
ら
閉
会
し
た
。
新
設
さ
れ

た
当
委
員
会
を
通
し
て
、
地
方

の
教
会
と
海
外
の
教
会
が
出
会

い
、
主
に
あ
る
豊
か
な
交
流
が

な
さ
れ
る
日
が
来
る
よ
う
祈
り

た
い
。

（
稲
垣
裕
一
報
）

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

日
付
け
で
死
刑
執
行
廃
止
要
望

書
を
内
閣
総
理
大
臣
及
び
法
務

大
臣
宛
送
付
し
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
改
選
期
に

あ
た
る
今
年
度
の
「
社
会
事
業

奨
励
日
」、「
二
・
一
一
」
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
執
筆
担
当
を
決
め

た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
施
設
援

助
金
を
申
請
す
る
施
設
を
各
教

区
に
推
薦
し
て
も
ら
う
事
、
長

期
療
養
中
の
教
師
や
年
金
を
受

け
て
お
ら
れ
な
い
教
師
、
遺
族

へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
送
付
等
が
確
認
さ
れ
た
。

　
な
お
第
　
総
会
期
よ
り
継
続

33

協
議
し
て
き
た
「
日
本
基
督
教

団
社
会
活
動
基
本
方
針
」
に
関

し
て
張
田
眞
委
員
長
に
よ
る
発

題
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
改

め
て
協
議
し
た
。
内
容
と
し
て

は
、「
社
会
活
動
基
本
方
針
の
再

検
討
」
そ
の
も
の
の
議
論
は
終

結
し
、今
後
の
課
題
と
し
て「
社

会
活
動
基
本
方
針
の
改
定
準

備
」
も
一
例
で
あ
り
、
次
期
委

員
会
へ
申
し
送
る
と
し
た
。

　
二
日
目
、
今
期
委
員
会
最
後

の
日
程
は
国
会
見
学
を
行
っ

た
。
当
初
予
定
の
国
会
委
員
会

傍
聴
は
国
会
の
日
程
に
よ
り
実

施
で
き
な
か
っ
た
が
、
土
肥
隆

一
衆
議
院
議
員
秘
書
の
案
内
に

よ
り
衆
議
院
内
を
見
学
し
、
第

　
総
会
期
の
社
会
委
員
会
を
閉

35じ
た
。　
　
　
（
上
地
武
報
）

「
靖
国
神
社
の
歴
史
」の
講
演

第
5
回
靖
国
・
天
皇
制
問
題
小
委
員
会

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

　
第
　
回
総
会
期
第
五
回
靖
国

35

・
天
皇
制
問
題
小
委
員
会
が
、二

〇
〇
八
年
九
月
十
一
日（
木
）～

十
二
日
（
金
）、
日
本
キ
リ
ス
ト

教
会
館
四
階
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。
芳
澤
信
委
員
に
よ
る
開

会
礼
拝
の
後
、報
告
・
協
議
が
行

わ
れ
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
担
当
の
須
賀
誠

二
委
員
か
ら
は
、「
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
」
諸
問
題
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
が
完
成
・
出
版
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
一
日
目
の
協
議
の
後
、
塩
入

隆
氏
（
長
野
県
短
期
大
学
名
誉

教
授
・
日
本
聖
書
神
学
校
講
師
）

よ
り
、「
靖
国
神
社
の
歴
史
」

に
つ
い
て
の
講
演
を
伺
っ
た
。

　
塩
入
氏
は
資
料
を
用
い
て
招

魂
社
か
ら
始
ま
る
靖
国
神
社
の

歴
史
を
説
明
し
た
後
、
教
会
に

と
っ
て
こ
の
問
題
は
、
日
本
人

の
原
初
的
国
家
観
・
体
制
観
に

つ
な
が
る
国
家
主
義
と
の
戦
い

に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
が
出
し
た
「
信
教
の
自
由

と
政
教
分
離
」（
社
会
司
教
委
員

会
編
）
の
よ
う
に
、
日
本
基
督

教
団
で
も
統
一
見
解
を
出
せ
る

と
良
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
二
日
目
は
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
苑
・
靖
国
神
社
で
の
現
場

研
修
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
手
に

し
た
靖
国
神
社
製
作
映
画
の
チ

ラ
シ
に
、主
人
公
の
青
年
が「
英

霊
の
ま
ご
こ
ろ
」
に
触
れ
、「
家

族
・
祖
国
を
始
め
と
す
る
、
他

者
を
思
い
や
り
、
他
者
の
た
め

に
、
自
己
を
捨
て
う
る
生
き
方

も
あ
る
こ
と
を
知
り
」、（
英
霊

の
）「
み
た
ま
を
継
ぐ
も
の
」

と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ

は
、
罪
人
を
愛
し
、
敵
の
た
め

に
命
を
捨
て
、
す
べ
て
の
民
を

救
い
に
導
き
、
平
和
を
も
た
ら

す
主
イ
エ
ス
の
姿
、
聖
霊
を
与

え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
の
生
き

方
と
は
全
く
こ
と
な
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
う
。

（
西
之
園
路
子
報
）

《
宣
教
師
公
募
　各
1
名
》

①
米
国
・
シ
カ
モ
ア
組
合
教

会
（
エ
ル
セ
リ
ー
ト
）
日

語
部
主
任
牧
師

②
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
バ
ン
ク

ー
バ
ー
日
系
人
合
同
教
会

日
語
部
主
任
牧
師

◎
資
格
＝
日
本
基
督
教
団
正

教
師
、
要
英
語
力

◎
締
め
切
り
＝
2
0
0
8
年

　
月
　
日
（
金
）
必
着

12

19

◎
選
考
＝
書
類
と
来
年
1
月

の
面
接
を
も
っ
て
決
定

◎
資
料
請
求
＝
世
界
宣
教
部

（
述
0
3
儿
3
2
0
2
儿

0
5
4
4
）

臼
井
幸
比
古
氏
（
大
阪
西
淀
川

牧
師
）

　
九
月
十
四
日
、
逝
去
。
八
四

歳
。
東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
一

九
六
一
年
関
西
学
院
大
学
神
学

部
大
学
院
修
了
後
、
七
六
年
ま

で
鎮
西
学
院
教
務
教
師
、
七
四

年
か
ら
鎮
西
学
院
伝
道
所
を
兼

牧
し
た
。
八
六
年
か
ら
大
阪
西

淀
川
教
会
牧
師
を
務
め
た
。
遺

族
は
息
の
義
比
古
さ
ん
。

伊
丹
　
　
　

辞（
信
徒
伝
道
者
）森
嶋
　
道

　
〃
　
　
　
就（
担
）森
嶋
　
道

　
教
師
隠
退

中
山
節
子
、桑
原
重
夫

　
隠
退
よ
り
復
帰

田
口
重
彦

　
教
師
休
職

徳
安
早
人

難問蓄積の35総会期、最後の委員会

訂
正
　
四
六
六
〇
号
「
教
師
検

定
試
験
公
告
」
の
内
、
提
出
物

締
切
日
は
二
〇
〇
八
年
十
二
月

十
五
日
（
月
）
の
誤
り
で
す
。
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　「
軽
井
沢
の
教
会
」
と
聞
け
ば
、

木
漏
れ
日
の
中
に
佇
む
瀟
洒
な
チ
ャ

ペ
ル
に
、
紳
士
然
と
し
た
細
身
の
牧

師
。
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は

完
全
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

　
宮
澤
豊
牧
師
が
こ
の
軽
井
沢
に
主

の
召
し
を
覚
え
て
開
拓
伝
道
を
志
し

た
の
が
二
三
年
前
。
借
家
に
「
聖
書

を
学
ぶ
集
い
」
の
看
板
を
掲
げ
て
、

小
さ
な
家
庭
集
会
が
始
ま
っ
た
。

　「
開
拓
伝
道
」
と
聞
け
ば
や
は
り
、

親
教
会
が
あ
り
、
教
区
や
他
の
教
会

的
グ
ル
ー
プ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ

っ
て
、
祈
り
と
共
に
人
的
、
財
的
な

力
も
注
が
れ
て
成
長
す
る
イ
メ
ー
ジ

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、宮
澤
牧
師
は
、

「
そ
の
よ
う
な
開
拓
伝
道
は
、
開
拓

伝
道
と
言
う
よ
り
出
張
伝
道
で
あ

り
、
出
張
教
会
で
す
」
と
言
う
。

　
す
べ
て
を
主
に
委
ね
て
旅
立
っ
た

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
よ
う
に
、
ゼ
ロ
か
ら

出
発
し
た
。
知
古
も
無
く
、
蓄
財
も

無
い
無
一
文
。自
ら
生
活
の
糧
を
得
、

住
居
を
確
保
し
つ
つ
の
、
自
給
自
立

の
開
拓
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
宣
教

の
拠
点
と
し
て
の
教
会
の
欠
け
て
い

た
南
軽
井
沢
に
、
教
会
建
設
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
が
与
え
ら
れ
た
。

　
宮
澤
豊
、
京
子
夫
妻
は
、
森
と
窪

地
の
「
原
野
」
で
あ
っ
た
現
在
の
土

地
に
出
、
数
名
の
信
徒
と
共
に
、
南

軽
井
沢
に
宣
教
の
拠
点
と
し
て
の
教

会
の
建
設
を
始
め
た
。
僅
か
な
人
数

で
、
土
地
購
入
と
会
堂
建
築
の
資
金

も
無
い
。「
頼
る
の
は
、
祈
り
と
信

仰
と
、
銀
行
」。

　
不
思
議
な
導
き
で
牧
師
個
人
へ
の

融
資
と
い
う
か
た
ち
で
借
り
入
れ
が

実
現
し
、
土
地
の
購
入
と
会
堂
建
築

に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。
当

地
で
は
有
名
な
ロ
グ
造
り
の
教
会
堂

は
、
宮
澤
牧
師
自
身
が
工
事
に
携
わ

っ
た
「
牧
師
の
手
作
り
の
教
会
堂
」

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
会
堂
建
築
か
ら
二
〇
年
が
過
ぎ
た

が
、
借
入
金
の
返
済
は
、
こ
こ
四
、

五
年
に
教
会
で
の
結
婚
式
が
急
激
に

減
少
し
、
な
お
見
通
し
は
厳
し
い
。

さ
ら
に
様
々
な
課
題
や
新
た
な
重
荷

も
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

「
開
拓
伝
道
を
志
す
以
上
ロ
マ
ン
と

冒
険
と
戦
い
の
道
、
主
の
召
命
と
伝

道
の
使
命
の
確
信
に
立
っ
て
歩
む
者

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。ま
だ
続
く

旅
の
、
も
う
一
踏
ん
張
り
の
所
に
立

っ
て
い
る
。

宮澤　豊さん

ゼロからの「開拓」
伝道

　1947年生まれ。軽井沢南教会
牧師。妻の京子さんと共に
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一
〇
月
十
三
日
（
月
）
大
阪
女
学
院

チ
ャ
ペ
ル
で
在
日
大
韓
基
督
教
会
の
宣

教
一
〇
〇
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
一
世
紀
に
わ
た
る
尊
い
宣
教
の
闘

い
に
心
か
ら
な
る
敬
意
を
表
し
、
主
の

祝
福
が
在
日
大
韓
基
督
教
会
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ

Ｊ
）
の
二
世
紀
目
の
歩
み
の
う
え
に
、

豊
か
に
注
が
れ
る
よ
う
心
か
ら
祈
っ
て

や
ま
な
い
。

　
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
の
歩
み
は
信
徒
に
よ
る
伝

道
か
ら
始
ま
っ
た
。
金
貞
植
長
老
ら
が

中
心
と
な
り
教
会
創
設
を
決
意
、
翌
年

要
請
に
基
き
来
日
し
た
韓
錫
晋
牧
師
に

よ
っ
て
本
格
的
教
会
形
成
が
展
開
さ
れ

て
い
っ
た
。

　
こ
の
一
〇
〇
年
に
至
る
ま
で
日
本
基

督
教
団
が
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
に
大
き
な
重
荷
を

負
わ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
宗
教
団
体

法
に
よ
り
教
団
成
立
時
に
第
一
部
に
Ｋ

Ｃ
Ｃ
Ｊ
を
統
合
し
た
。
吸
収
に
近
い
統

合
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
も
国
家
に
協
力
す
る
か
た
ち

で
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
が
迫
害
さ
れ
る
の
を
黙
認

す
る
よ
う
な
事
態
が
あ
っ
た
。

　
差
別
や
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
た
Ｋ
Ｃ
Ｃ

Ｊ
の
兄
弟
と
共
に
闘
え
な
か
っ
た
。

　
に
も
拘
ら
ず
戦
後
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
は
教

団
の
罪
を
許
し
、
大
い
な
る
愛
を
示
し

交
わ
り
を
重
ね
る
こ
と
と
し
た
。

　
私
た
ち
教
団
に
と
っ
て
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
が

ベ
ス
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共
に
歩

む
こ
と
を
得
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

を
思
う
と
、
悔
改
め
と
感
謝
な
し
に
Ｋ

Ｃ
Ｃ
Ｊ
の
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
各
教
区
総
会
で
も
訴
え
た
こ
と
だ
が

一
〇
〇
周
年
記
念
献
金
に
応
じ
て
、
私

た
ち
の
思
い
を
か
た
ち
で
あ
ら
わ
し
た

い
。
一
層
の
協
力
を
、
祈
り
と
と
も
に

な
そ
う
で
は
な
い
か
。

（
教
団
総
会
議
長
　
山
北
宣
久
）

ベ
ス
ト・パ
ー
ト
ナ

ベ
ス
ト・パ
ー
ト
ナ
ーー

　
二
〇
〇
八
年
八
月
十
二
日
～
二
二
日

に
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
領
邦
福
音
主
義
教
会
・
ヴ
ィ

ッ
ト
シ
ュ
ト
ッ
ク
・
ル
ピ
ン
教
区
よ
り

十
二
～
二
五
歳
の
青
年
九
名
を
含
む
計

十
四
名
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、「
ユ
ー
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
2
0
0
8
儿
第
五
回
日
独

教
会
青
年
交
流
」
が
持
た
れ
た
。
全
国

教
会
婦
人
会
連
合
下
に
置
か
れ
た
実
行

委
員
会
が
こ
の
交
流
を
主
催
し
て
い

る
。
来
日
し
た
青
年
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

は
、
同
教
区
が
支
え
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
や
卒
業
生
で
あ
る

が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
は
教
会
員
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　
ヴ
ィ
ッ
ト
シ
ュ
ト
ッ
ク
・
ル
ピ
ン
教

区
は
旧
東
ド
イ
ツ
側
に
属
す
る
。
日
独

の
婦
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
る
中
、「
若

い
人
た
ち
に
福
音
を
伝
え
た
い
、
広
い

世
界
を
見
て
欲
し
い
」
と
い
う
双
方
の

願
い
が
実
現
し
、
こ
の
日
独
教
会
青
年

交
流
が
生
ま
れ
た
。

　
二
〇
〇
二
年
夏
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

交
流
も
今
回
で
五
回
目
と
な
る
。
二
〇

〇
三
年
と
二
〇
〇
六
年
に
は
日
本
か
ら

ド
イ
ツ
に
青
年
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
こ
の
夏
の
交
流
で
は
、
来
日
し
た
ド

イ
ツ
メ
ン
バ
ー
を
ま
ず
箱
根
に
迎
え
、

神
奈
川
県
立
芦
ノ
湖
キ
ャ
ン
プ
村
を
会

場
に
、
十
三
日
～
十
五
日
に
「
日
独
教

会
青
年
リ
ト
リ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
た
。

リ
ト
リ
ー
ト
に
は
日
本
の
青
年
た
ち
十

六
名
、
婦
人
や
協
力
牧
師
等
ス
タ
ッ
フ

十
二
名
も
加
わ
り
、「
神
の
恵
み
の
善
い

管
理
者
と
し
て
」
を
主
題
に
聖
書
の
学

び
と
主
に
あ
る
交
流
が
深
め
ら
れ
た
。

閉
会
礼
拝
で
は
青
年
た
ち
が
「
祈
り
」、

「
讃
美
」、「
聖
書
劇
」
の
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
準
備
を
し
た
上
で
、

生
き
生
き
と
奉
仕
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

十
五
日
～
十
八
日
ま
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
時
を
過
ご
し
、
十
七
日
は
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
の

礼
拝
へ
出
席
、教
会
で
交
流
を
も
っ
た
。

ま
た
、
十
八
日
～
二
〇
日
は
、
広
島
・

京
都
へ
旅
行
し
、
原
爆
ド
ー
ム
や
京
都

御
所
等
を
見
学
し
た
。

　
二
一
日
に
は
教
団
会
議
室
に
て
「
歓

送
会
」
が
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
青
年
た
ち

は
一
人
一
人
、
こ
の
交
流
に
参
加
し
た

感
想
を
述
べ
た
。
皆
、
と
て
も
一
言
で

は
語
り
尽
く
せ
な
い
様
子
で
あ
っ
た

が
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
、
戸

惑
い
や
驚
き
や
感
銘
を
受
け
た
こ
と
、

広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
を
見

学
し
心
を
痛
め
た
こ
と
、

ま
た
日
本
で
の
様
々
な
出

会
い
と
交
流
に
対
す
る
感

謝
を
語
っ
た
。

　
日
本
の
青
年
た
ち
や
婦

人
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ

ッ
フ
た
ち
も
、
多
く
の
恵

み
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ

ま
で
こ
の
交
流
に
参
加
し

た
こ
と
の
あ
る
者
た
ち
は

再
会
を
喜
び
、
ま
た
新
し

く
参
加
し
た
者
た
ち
は
そ

の
出
会
い
を
喜
び
、
こ
の

ユ
ー
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し

た
。
回
を
重
ね
て
き
た
こ

と
で
、
心
の
交
流
が
ま
す
ま
す
深
め
ら

れ
た
こ
と
を
今
回
は
特
に
実
感
し
て
い

る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
は
婦
人
た
ち
が
主

に
準
備
企
画
に
当
た
っ
て
き
た
が
、
今

回
は
青
年
た
ち
も
数
名
ス
タ
ッ
フ
に
加

わ
り
、
積
極
的
に
こ
の
交
流
を
支
え
て

く
れ
た
こ
と
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　
も
と
も
と
有
志
の
活
動
で
始
ま
っ
た

こ
の
交
流
は
、
財
政
的
な
問
題
を
は
じ

め
、
多
く
の
課
題
も
あ
る
が
、
交
流
を

通
じ
て
与
え
ら
れ
た
様
々
な
恵
み
を
思

う
と
き
、
今
後
も
こ
の
交
流
を
続
け
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
日
独
双
方
の

願
い
と
な
っ
て
い
る
。

（
西
之
園
路
子
報
／
「
ユ
ー
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
二
〇
〇
八
」
日
独
教
会
青
年
交
流

協
力
牧
師
）

芦ノ湖キャンプ村にて

日独教会青年交流

滞在の感想を述べるドイツ青年たち

神の恵みの善い管理者として
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議
長
談
話

　
黛
八
郎
氏
に
対
し
て
教
師
委
員
長
名
に
よ
る
「
免
職
」
処

分
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　「
あ
る
ま
じ
き
罪
過
」に
よ
り
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
自

体
与
え
る
衝
撃
は
大
き
く
あ
り
ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
被
害
を
蒙
っ
た
本
人
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
心

か
ら
の
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
が
起
こ
る
心
の
ス
キ
が
存
在
す
る
こ
と
に

思
い
を
致
し
、
教
団
に
属
す
る
者
全
体
が
今
一
度
あ
る
べ
き

原
点
に
立
ち
返
り
、
委
ね
ら
れ
て
い
る
使
命
を
果
た
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
責
任
を
あ
ら
わ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
主
の
憐
れ
み
と
赦
し
を
求
め
つ
つ

日
本
基
督
教
団
総
会
議
長
　
山
北
宣
久

免　　職

日本基督教団　　　
補教師　黛八郎　　

上記の者、日本基督教団教師として、
あるまじき罪過があったことを認め、
教規第141条、戒規施行細則第1条及
び第4条により免職処分とする。

　2008年9月30日
日本基督教団教師委員会　

委員長　松井　睦

戒
規
執
行
に
い
た
る
経
過

　
黛
八
郎
教
師
は
、
二
〇
〇
七

年
十
一
月
二
一
日
、
あ
る
ま
じ

き
罪
過
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
。

　
二
〇
〇
八
年
三
月
四
日
、
日

本
基
督
教
団
中
部
教
区
常
置
委

員
会
は
、
黛
教
師
に
そ
の
罪
過

を
認
め
、
戒
規
を
求
め
る
提
訴

状
を
教
団
教
師
委
員
会
に
提
出

し
た
。
教
師
委
員
会
は
、
二
〇

〇
八
年
四
月
七
日
全
会
一
致
で

同
提
訴
状
を
受
理
し
、
調
査
委

員
を
選
任
し
て
調
査
を
行
っ

た
。
　
黛
八
郎
教
師
及
び
提
訴
状
を

起
こ
し
た
中
部
教
区
議
長
、
さ

ら
に
黛
教
師
の
赴
任
教
会
の
主

任
担
任
教
師
、
出
身
大
学
神
学

部
長
を
召
喚
し
て
、
面
談
調
査

を
行
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
八

年
六
月
二
五
日
、九
月
二
九
日
、

三
〇
日
の
教
師
委
員
会
に
て
時

間
を
か
け
て
審
議
、討
議
の
後
、

黛
八
郎
教
師
に
「
免
職
」
戒
規

の
執
行
を
決
定
し
た
。

　
当
該
教
師
が
こ
れ
を
重
く
受

け
止
め
て
、
神
さ
ま
に
深
い
悔

い
改
め
を
祈
り
つ
つ
、
信
徒
と

し
て
し
っ
か
り
教
会
に
結
び
つ

き
、
主
の
み
心
を
伺
い
つ
つ
信

仰
生
活
を
行
わ
れ
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

（
教
師
委
員
会
）

「戒規執行の公告」
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